
日本一大きな湖、琵琶湖を有する滋賀県。
世界に誇る美しい湖を守るため、

地域ぐるみで環境保全に取り組んできた。
そのノウハウを学ぶべく、イラクの研修員がやってきた。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　
京
都
駅
か
ら
し
ば
ら
く
電
車
に
揺
ら
れ
て
い

る
と
、
目
の
前
に
大
き
な
湖
が
映
っ
た
。
ど
こ

ま
で
も
続
く
水
面
は
、
ま
る
で
海
の
よ
う
に
も

見
え
る
。
そ
う
、
日
本
人
な
ら
誰
も
が
知
っ
て

い
る
琵
琶
湖
。
日
本
最
大
の
面
積
を
誇
る
だ
け

あ
っ
て
、そ
の
存
在
感
に
思
わ
ず
言
葉
を
失
う
。

　
滋
賀
県
の
中
心
に
位
置
す
る
琵
琶
湖
は
、
い

わ
ば
関
西
の
水
が
め
。
県
の
６
分
の
１
を
占
め

る
巨
大
な
湖
は
、
滋
賀
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫

の
１
４
０
０
万
人
の
生
活
用
水
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
貴
重
な
生
物
の
生
息
地
で
も
あ
り
、

冬
に
飛
来
す
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
ヒ
シ
ク
イ
な

ど
の
渡
り
鳥
を
見
て
い
る
と
、〝
水
鳥
の
楽
園
〞

の
よ
う
に
も
感
じ
る
。
１
９
９
３
年
に
は
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約※

１
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
こ
の
美
し
い
湖
も
、
か
つ
て
深
刻
な

汚
染
を
経
験
し
た
。
70
年
代
、
高
度
経
済
成
長

に
伴
う
工
業
化
と
都
市
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
伴
い
、環
境
破
壊
が
急
速
に
進
ん
だ
。

77
年
に
は
、
つ
い
に
初
め
て
大
量
の
赤
潮
が
発

生
。当
然
の
こ
と
な
が
ら
飲
み
水
も
汚
染
さ
れ
、

人
間
の
生
活
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　
こ
の
目
に
見
え
た
変
化
が
、
地
域
の
人
々
を

奮
い
立
た
せ
た
。
何
と
し
て
で
も
、
自
分
た
ち

の
琵
琶
湖
を
元
の
姿
に
戻
さ
な
け
れ
ば―

。
女

性
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
り
、
汚
染
の
原
因
と

さ
れ
る
リ
ン
が
入
っ
た
合
成
洗
剤
の
使
用
を
見

直
す
な
ど
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
起
こ

っ
た
。
そ
ん
な
住
民
た
ち
の
熱
意
を
受
け
て
、

県
は
80
年
に
「
滋
賀
県
琵
琶
湖
の
富
栄
養
化
防

止
に
関
す
る
条
例
（
琵
琶
湖
条
例
）」
を
施
行
。

工
業
排
水
な
ど
に
含
ま
れ
る
窒
素
や
リ
ン
を
厳

し
く
規
制
す
る
と
と
も
に
、
全
国
に
先
駆
け
て

家
庭
用
有
リ
ン
合
成
洗
剤
の
使
用
を
禁
止
。
流

域
下
水
道
、
公
共
下
水
道
、
農
村
集
落
排
水
処

理
な
ど
の
整
備
を
急
速
に
導
入
し
て
い
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
ぐ
る
み
の
努
力
で
生
ま

れ
変
わ
っ
た
琵
琶
湖―

。
86
年
に
は
こ
の
地
を

拠
点
に
財
団
法
人
国
際
湖
沼
環
境
委
員
会

（
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
）が
発
足
。
世
界
各
国
の
研
究
者

が
集
ま
り
、
世
界
の
湖
沼
保
全
、
環
境
と
調
和

し
た
持
続
的
開
発
を
け
ん
引
す
べ
く
、
湖
沼
環

境
に
関
す
る
情
報
や
デ
ー
タ
の
収
集
、
調
査
研

究
、
世
界
湖
沼
会
議
の
開
催
な
ど
を
手
掛
け
て

い
る
。

　
さ
ら
に
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
が
力
を
入
れ
る
の
が
、
開

発
途
上
国
に
湖
沼
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る

た
め
の
研
修
事
業
だ
。「
世
界
の
湖
沼
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
途
上
国
を
支
援
し
て
い
く
こ
と

は
、
私
た
ち
の
責
務
で
す
」
と
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
支
援

研
修
課
の
望
月
孝
幸
課
長
。
琵
琶
湖
の
経
験
と

膨
大
な
研
究
成
果
を
糧
に
、
国
際
協
力
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　
Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
は
年
間
を
通
じ
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

も
連
携
し
、
琵
琶
湖
を
舞
台
に
い
く
つ
も
の
研

修
を
実
施
。
そ
の
一
つ
が
「
イ
ラ
ク
南
部
湿
地

帯
保
全
」
コ
ー
ス
だ
。

　
か
つ
て
は
、
中
東
最
大
の
生
態
系
を
有
し
て

い
た
イ
ラ
ク
南
部
の
湿
地
帯
。
し
か
し
70
年
代

以
降
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
時
代
に
、
石

油
開
発
の
た
め
に
湿
地
帯
を
乾
燥
化
さ
せ
る
な

ど
、無
秩
序
な
開
発
に
よ
り
環
境
破
壊
が
進
行
。

ま
た
、
イ
ラ
ク
を
南
北
に
縦
断
し
、
世
界
四
大

文
明
の
一
つ
で
あ
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
を
生

み
出
し
た
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
の
上

流
部
に
あ
る
国
が
、
ダ
ム
な
ど
に
よ
る
大
規
模

な
取
水
を
実
施
し
、
イ
ラ
ク
南
部
湿
地
帯
の
広

大
な
エ
リ
ア
で
水
量
不
足
が
発
生
し
た
。
２
０

０
３
年
に
旧
政
権
が
崩
壊
し
て
以
降
は
、
政
府

や
研
究
機
関
な
ど
に
よ
り
懸
命
に
再
生
が
図
ら

れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
体
系
的
な
保
全
活
動
が

行
わ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
。

　
こ
れ
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
05
年
、
イ
ラ
ク
の

環
境
省
、
農
業
省
、
水
資
源
省
、
大
学
な
ど
の

行
政
官
・
研
究
者
を
対
象
に
し
た
研
修
を
ス
タ

ー
ト
。Ｉ
Ｌ
Ｅ
Ｃ
が
実
施
機
関
と
な
り
、
行
政
、

研
究
、
住
民
活
動
の
３
方
向
か
ら
、
琵
琶
湖
周

辺
の
取
り
組
み
が
包
括
的
に
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
11
月
下
旬
か
ら
２
週
間
、
滋
賀
県
を

訪
れ
た
イ
ラ
ク
人
研
修
員
た
ち
。
こ
の
日
は
、

琵
琶
湖
湖
畔
に
拠
点
を
構
え
る
琵
琶
湖
・
淀
川

水
質
浄
化
協
働
実
験
セ
ン
タ
ー
（
Ｂ
ｉｙ
ｏ
セ

ン
タ
ー
）
を
訪
問
し
、
実
際
に
湖
岸
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
研
究
・
実
験
の
様
子
を
視
察
し
た
。

「
琵
琶
湖
の
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る
の
は
、
今

も
こ
う
し
て
問
題
を
迅
速
に
把
握
す
る
た
め
の

努
力
を
続
け
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
ね
」
と
水

資
源
省
イ
ラ
ク
湿
地
復
元
セ
ン
タ
ー
研
究
計
画

部
の
ハ
イ
ダ
ル
・
ラ
フ
タ
・
ア
リ
さ
ん
は
熱
心

に
メ
モ
を
取
る
。

　
ま
た
、
地
元
随
一
の
ヨ
シ※

２
葺
き
職
人
、

近
江
八
幡
市
安
土
町
の
竹
田
勝
博
さ
ん
を
訪

問
。
湖
畔
に
群
生
す
る
ヨ
シ
は
生
物
に
と
っ
て

大
切
な
生
息
地
。
さ
ら
に
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

を
養
分
と
し
て
吸
収
し
、
水
質
浄
化
の
機
能
も

果
た
す
。
そ
の
機
能
を
十
分
に
維
持
す
る
た
め

に
は
、
定
期
的
な
手
入
れ
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
滋
賀
県
で
は
刈
り
取
っ
た
ヨ
シ
を
、
屋

根
や
障
子
、
つ
い
た
て
な
ど
の
材
料
と
し
て
古

く
か
ら
活
用
し
て
い
る
。
農
業
省
の
タ
リ
ク
・

カ
ジ
ム
・
マ
イ
ア
さ
ん
は
「
南
部
湿
地
帯
に
も

ヨ
シ
が
あ
る
。
地
域
住
民
を
巻
き
込
み
、
竹
田

さ
ん
の
よ
う
に
伝
統
と
環
境
を
守
る
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。

　
こ
の
５
年
で
琵
琶
湖
を
訪
れ
た
イ
ラ
ク
人
研

修
員
は
約
50
人
。「
国
の
縦
割
り
組
織
の
枠
を

超
え
て
連
携
し
、
日
本
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
て
湿
地
帯
の
保
全
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
る
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
松
井
三
郎
さ
ん
は

期
待
す
る
。

　
イ
ラ
ク
の
南
部
湿
地
帯
に
、
一
日
も
早
く
、

美
し
く
、十
分
な
水
が
戻
る
よ
う
に―

。
今
後
、

琵
琶
湖
で
の
経
験
が
、
イ
ラ
ク
南
部
で
花
開
く

日
も
遠
く
な
い
。
そ
う
信
じ
て
い
る
。

経
験
と
研
究
成
果
を

途
上
国
へ

日
本
の
現
場
で
学
び

湿
地
保
全
の
大
切
さ
を
知
る

面積4,017平方キロ。人口約140
万人。電気機器、輸送機械や化学
製品など、県内総生産に占める第2
次産業の割合は全国1位。一方で、
信楽焼などの伝統産業も数多く残っ
ている。日本最大の面積を持つ湖
「琵琶湖」の恩恵を受け、県の中央
部では農業と漁業が盛ん。産学官民
の連携による環境保全活動が行わ
れ、“環境先進県”と標ぼうしている。

滋賀県

20

ヨシ葺き職人の竹田さん
（中央）の作業場では、ヨ
シの活用方法について議
論。琵琶湖のヨシは万葉
集でも歌われている

し尿分離トイレ（エコサントイレ)と雨水の利用方法、有機農業などに
ついて学ぶため、公益社団法人日本国際民間協力会（NICCO）の
琵琶湖モデルファーム（滋賀県竜王町）を訪問。「南部湿地帯の浮
き島で伝統的に続いてきた農業・漁業を営む生活を復元する参考に
なった」と研修員たち

琵琶湖湖畔にあるBiyoセンターで、琵琶湖・淀川水質浄化研究所の和田桂子・研究所次長（中央）の説明を聞くイラクの研修員
たち。寒空の下、熱心に質問を投げ掛けていた

滋賀県

琵琶湖

湖南中部浄化センターでは、流域下水道と窒素・リン除去について学んだ

滋  賀  県
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※2 湖沼や川辺に生育するイネ科の植物。関東ではアシとも呼ばれる。

※1 正式名称「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」。条約締約国は、国内で1カ所
以上を登録指定湿地とし、ワイズユース（賢明な利用）を推進しながら、水辺の生態系保全に取り組む。


